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園庭の大型固定遊具の変化に伴う幼児の遊びの変容
－はしごからすべり台へ－
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問　　題
視在社会において子どもが外で遊ばなくなった理由として挙げられるのは，屋外の危険性（車の数，
犯罪，汚染など）である。その上，子どもたちの忙しいスケジュール（スポーツ，習い事など）が，
子どもたちの屋外での活動を減少させているのである。－そして，家で過ごす時間が多くな年，テレビ，
コンピュータ，テレビゲームなどによる遊び時間が増加していると馳止in（1）らが述べている。
都会に住む子どもたちの屋外での遊び場が減少していることから，Su仕訂by（2）は，幼稚園，保育園
が子どもにとって一番身近な遊び場であることなどを述べている。
幼稚園や保育が子どもたちにとって一番身近な遊び場であることを踏まえて，幼稚園や保育園で子
どもたちにとってふさわしい環境を構成することを考えると遊具をどのように配置するかということ
は重要である。
幼稚園や保育園で身近な遊具を通して子どもたちはどのように動き，想像力を発揮し，社会関係を
育成するのかについて考えていきたい。自然の遊び場が少ない中，私たち教育者はどのような遊具を
子どもたちに与え，子どもたちの発達を援助することができるのかを考える必要がある。
これまでの研究では，保育場面での大型固定遊具の機能については，仙田（3）や半田（4）などが議論
しているが，大型固定遊具がどのような子どもの身体の動きを生み出し，どのように子どもの関係構
築や，社会性の発達に機能しているかについては多く語られていない。さらに先行研究では，幼稚園
での大型固定遊具の取り扱い（どのように子どもが遊んでいるのか），新しく変化する（保育者の意
図によって環境設定する）ことなどについても考察されていなかったので，これらの点を本研究では
検討することにする。
目　　的
本研究では，大型固定遊具の形状の変化によって，子どもの体の動き，遊び，コミュニケーション
がどのように変容したかを検討し，これまで明らかにされてこなかった大型固定遊具の機能，子ども
が大型固定遊具を通して築く人間関係，身体の発達への影響を探ることを目的とする。
本研究では，東京都の東京学芸大学附属幼稚園小金井園舎の園庭に，2004年9月中旬（9月19日）
にアスレチックのはしごの位置を変えて，新しいすべり台が設置された（Fig．1）ことをきっかけに，
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Fig．1アスレチックの改築前後の図（5）
子どもたちの動きの変化遊び方などの観察を2005年2月15日まで有った。このことを通して1大
型固定遊具，アスレチックのはしごとすべり台での子どもの活動における意味を考え，はしごとすべ
り台の機能を明らかにする。それは，保育環境における大型固定遊具の位置づけを明らかにすること
でもある。
東京学芸大学の附属幼稚園のすべり台は，アスレチックという多機能型遊具の一部となっていて，
仙田（6）によると多機能型遊具の特徴は，機能的あそび行動，技術的あそび行動，社会的あそび行動
とも，それぞれに展開が見られることであると述べている。このことから，このような遊具を設置す
ることは，子どもの様々な行為を発展していくことを明らかにする。
仙田（7）は，すべり台という古典的な遊具でのあそび方を見て，2歳児頃に見られるすべるという機
能を学習する段階，3歳児頃はより早くスリリングにすべるという技術開発の段階，4歳児になると
すべり台やその周りを使って鬼ごっこやごっこ遊びをする社会的段階に分類されている。子どもの遊
具において最も大切なのはこの社会的段階であるとも述べている。そして，遊具での遊びを通じて子
どもたちはさまざまな人間関係を学ぶのであること，集団遊びやゲームが発生することもあると仙田
は言っている。このような，社会的段階がみられる4歳児に焦点を当て，すべり台という大型遊具と
その子どもたちの動きに注目して研究を進めて行くことにする。
課　　題
本研究の課題は3つに分けられる。第一に，子どものはしごでの活動の特徴を明らかにし，体の動
きの種類と活動の平均時間を明らかにし，はしごではどのような遊びがなされているか，はしごはど
のような機能を持っているかを数量的・質的に検討する。第二に，子どものすべり台での活動の特徴
を明らかにし，体の動きの種類と平均時間，どのような機能を持っているか，どのような遊びがなさ
れているのかを考え，はしごの特徴とすべり台の特徴とを比較し，検討する。第三に，事例研究とし
て，3人の子どものはしごとすべり台での活動について，はしごからすべり台への変化に伴なう遊び
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の変容について検討する。
方　　法
東京学芸大学附属幼稚園小金井園舎にて，2004年9月7日から2005年2月15日にかけて観察を行
った。
観察日数は25日におよび，毎回（晴れの日のみ）50分程度，4歳児の園児が昼食後，園庭に出て
きて，すべり台で遊ぶ様子をビデオカメラで記録した。昼食後の時間は，4歳児の保育者たちが子ど
もたちの外遊びのために，意図的に外遊びを促す時間であり，多くの子どもたちが園庭で遊ぶ。ビデ
オテープの録画をもとに子どもたちの活動を分析する。分析をこれらの三つの点から分析する。
1．すべり台設置前のはしごでの子どもの活動の内容と，すべり台設置後での活動の内容の違いを
数量的に捉える。
2．活動の内容とその活動にかかる時間（はしごまたはすべり台の上または下から出発し，下また
は上に到着するまでの時間）を取り上げる。はしごでの活動時間とすべり台での活動時間の変
化を数量的に捉える。
3．遊びの内容の変化（体の動き，創造的活動等）を質的に考える。
どのような遊びや関係が生じているのかについて検討し，子どもたちの社会的遊び，ごっこ遊
びを含む人間関係の発展を分析して，大型固定遊具の機能とそこでの子どもの経験の意味を考
えていく。
先行研究
仙田（8）は，子どもだけが楽しめる，大人は入れない空間，子どもたち自身が自由に遊べる空間が
重要であることも述べている。
子どもたちの遊具を用いた遊びには発達段階があることを述べ，感覚調査によってすべり台には3
っの段階が明らかになったと言っている（Tablel．）（9）。
第1段階（機能的遊び段階）では，のぼって座ってすべりおりをするのみで，第2段階（技術的遊
び段階）では，すべり台をただ座ってすべるのではなく，寝てすべったり，手でこぎながらすべった
り，頭からすべったり，すべり台そのものを工夫したりする段階である。第3段階（社会的遊び段階）
TabJel．遊具観察調査結果（仙田，1980）
機能的あそび段階 （第 1段階） 技術的あそび段 階 （第2段 階） 社会的あそび段階 （第3段階）
・めまい的あそび行為
・挑戦的あそび行為
・休息的あそび行為
・挑戦的あそび行為 ・ごっこ的あそび行為
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では，すべり面を下方からのぼって友だちの足を引っぱったり，鬼ごっこをしたりして遊ぶ段階であ
る。さらに仙田は，これらの段階で見られる遊び行為を分類し，各段階に含まれている行為をまとめ
た（Tablel．）。
仙田は，一つの遊具を基にしてこのような表を作ったのではなく，様々な遊具の機能や子どもの行
為を同時に考えて，このような表を結果として出したのである。
また，半田（10）は，すべり台は器具の構造が簡単で遊び方も単純であり，子どもたちがスリルやス
ピード感を楽しむことによって，体のバランス感覚を養うのに役立つと言っている。調査協力をして
いただいた園のすべり台のような，アスレチックという複合型（仙田は多機能型と述べていた）の遊
具のすべり台は同時に多くの幼児が遊べることと，すべり方だけではなく登り方にも変化をつけられ
る点で優れている。「実際に子どもたちは思い思いの工夫を楽しんでいる。男女差，年齢差がなく，
現在最も人気がある遊具と言ってもよい。」と述べている。
‾すべり降りてくる子どもがいるのに構わず，‾勢いつけてすべり面を逆に登っていき，鉢合わせして，
ケンカに及ぶ場面はどこの園でも例外なくあり。うつ伏せ，仰向けなど寝ながらすべる，立ったまま
すべる，足などを引っ掛けて真ん中で止まっていることもあり，横向きすべり等，様々なすべり方を
半田は挙げている。すべり台は園庭の構造物として背が高く存在感があり，影の部分も生じるところ
から，かくれんぼうや鬼ごっこなどの絶好の場所ともなっている。高く見晴らしのよい場所にきた到
達感を味わう。スリルやスピードを楽しみながらすべり降りて，一連の遊びが終わり満足感を味わう
のである。この時保育者が「よくできたね，すごい」とほめると再び挑戦するのである。
1．すべり台設置前
1．1活動内容と体の動き
子どもはすべり台設置前，はしごを用いてどのような活動をしていたのだろうか。本研究では遊具
での登り降りや遊びなどの行動を表すものとして活動と言う言葉を使うことにする。活動の内容とい
うのは，はしごの上または下から出発し，下または上に到着するまでの体の動きのことである。
はしごでの活動内容の観察日数は6日であり，そこで見られた活動の数は9つである（Table2．）ア
スレチックから降りる手段と登る手段としてはしごを用いる様子が見られた。一方，その場で，新し
い遊びが展開される様子は見られなかった。
子どもたちのはしごでの動きを考察すると，子どもたちのはしごでの動きには3つの特徴が明らか
になった。
1・子どもの体の動かし方に関することである。はしごでは，左右同じ側の手足が交互に動くこと
が示され，子どもたちが歩いたり走ったりする時は異なった動きが発揮されていることである。
2・子どもたちが足だけではなく，手ではしごをつかみ，にざることによって，身体を支えること
である。
3．高さの感覚，自分はどれくらいの高さから飛び降りられるか，はしごを登り降りすることによ
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Table2．子どものはしごでの活動内容
すべ り台の設置前の，は しごでの子 どもの活動の内容
1．登る （最初 は両手で段 をつかんでか ら，一段ずつ登 ってい く。両足 をそろえる子 どももい
れば，両足 をそろえずにすばや く登 る子 もいる。）
2．途中まで登って，止 まって また登 る
3．途中まで登って，止 まって降 りる
4．降 りる
5．途中まで降 りて，止 まって地面にジャンプをする
6．途中まで降 りて，止まってまた降 りる
7．途中まで降 りて，止まって登る
8．は しごに背を向けて降 りる
9．途中までは しごに背を向けて降 りて，止 まってジャンプをす る
って，獲得されていくのである。無藤によると，
「幼児がある特定の場所と関わりを持つことは，「幼児期にはじまる基礎的な個人経験によって無意識
のうちに構造化されており，からだの動きや感覚と関連づけられている。左と右，上と下，前と後，
手の置く範囲と置かない範囲，聞こえる範囲と聞こえない範囲，目に見える範囲と見えない範囲，と
いった基礎的な次元を与えているのが，これらの経験」（11）なのである。
これを基にして，はしごでの活動を通して，高さの感覚が無意識のうちに構造化されていると考え
られる。
1．2　動きの数と平均時間
子どもたちの動きの数はTable3．に示したとおりである。
はしごの動きの数は，はしごの上または下から出発し，下または上に到着するまでの行動を1活動
として，その数を捉えたものである。また，平均時間は，はしごの活動でかかった時間のことである。
これらの点を本節で取り上げる。
この表で明らかになるのは「降りる」という動きが最も多いことである。それは，子どもたちにと
って移動手段の道具としてはしごを使用することが多いということである。次に多いのは，「登る」
という動きである。「登る」という動きも「降りる」という動きと同じく，移動手段である。
動きの一つ一つの平均時間をみると，活動の平均時間が短いことが明らかになった（Table4．）。
この結果からはしごでの活動時間は短いことや長いことがあるが，長い時間はしごで活動するのは
友人と話しをしたり，下を見つめる場合だけである。はしご自体で動く時間は短いことが分かる。
1．3　考察
単純な動きであっても，はしごでの活動は手，腕，足などの動きを必要として，子どもが登ったり
降りたりすることにより，上下の感覚や左右の感覚を覚えること，そして登る途中，止まって上から
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Table3．はしごでの活動の数
日にち
活　 動 2004．9．9 2004．9．10 2004．9．13 2004．9．14． 2004．9」＿6 2004．9．17
登 る 6 14 12 4 12 10
降 りる 9 17 10 13 22 12
途中まで登 って，
止 まって登 り続ける
2 1 3 1 2 3
途中まで登 って，
止 まって降 りる
4 6 3 3 1 3
途中まで降 りて，
止 まって降 り続ける 2 3 4 4 － －
途中まで降 りて，
止 まって登る － 1 － － － －1
前向きで降 りて，
途中でジャンプをする
2 1 2 － 1 7
前向きで降 りる 1 － 1 － － －
後ろむきで途中まで降 りて，
最後はジャンプをする － － 1 1 2 3
Table4．子どものはしごでの活動内容の平均時間
日に ち
活動 2004．9．9 2004．9．10 2004．9．13 2004．9．14 2004且16 2004．9．17
登 る 6．8 10 9．8 13．9 12 10．3
途 中 まで登 って，
止 まっ て登 り続 ける 18．5 11．4 15．9 15．7 16．5 12
途 中 まで登 って，
止 まって 降 りる 24．4 18．3 18．2 15．8 19．8 19．2
降 りる 20 10．7 10．1 12．8
途 中 まで 降 りて，
止 まって 降 り続 け る － 26 25．1 37．3 － －
途 中 まで 降 りて，
止 まって登 る 13．1 11．9 － － － 9
前 向 きで 降 りて，
途 中で ジャ ンプ をす る
27．8 7．6 17．6 － 33．8 15．1
前 向 きで 降 りる － － 17．7 － － －
後 ろむ きで途 中 まで降 りて ，
最 後 は ジャ ンプ をす る － －
25．7 15．5 16．3 9．2
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下で遊んでいる子どもたちの様子をうかがうことにより，幼児期の体の感覚や動きの感覚が促進され
ると考えて良いだろう。
2．すべり台設置後
2．1遊びの内容
はしごは，ごっこ遊びの拠点ではないことが明らかになった。子どもたちがコミュニケーションを
する場というよりも，遊びの中での移動の手段として活用されていた。子どもが一人で登り，追いか
けっこで登り降りをする（共有する）ことはあったが，最も多く観察されたのは，一人で登り降りす
る姿であった。
はしごは，遊びの拠点にはならないが，遊びの手段であると考えられる。
仙田が遊具の遊びについて指摘していることをはしごに当てはめて考えれば，はしごは子どもにと
って，機能的な遊びの面白さとして，スーリルやめまいを体験する遊び場である。はしごは，機能的遊
び段階と技術的遊び段階を含めているといえる。
すべり台が作られたことで，社会的遊び段階がこの場でも機能するようにもなった（2章，3章，
参照）。
子どもにとってはしご自体は移動手段として取り扱われていたことが予測される。それは，アスレ
チックに固定されてある登り棒，網のトンネル，登り斜面など，子どもが積極的に，スリルやめまい
などを体験できる魅力的な場所が他にあったからであると考えられる。
2．2　活動内容と体の動き
ビデオに記録されたものから，すべり台設置後での子どもたちの活動の内容は以下の通りのもので
ある。活動の内容とその活動にかかる時間は，すべり台の上方または下方から出発し，下方または上
方に到着するまでの体の動きと時間のことである。
これらの活動内容の数を見るととても数多く，67種類記録された。これらの活動だけではなく，
ごっこ遊びが展開されることも多くなり，すべり台という新しい遊具が設置されたことがこの場所で
多様になったことが明らかになった。
2004年9月から2005年2月の間に，そこでは67種の活動が見られた（Table5．）。特に多く見られ
た活動はアスレチックから登り降りする手段，そして遊び場としての活動であった。また，その場で，
新しい動きやごっこ遊びが展開される様子も観察された。
すべり台で行われた活動の中で，興味深かったことについて述べる。
まず，登り方には，立ったままの登る，よつばいでの登る，手すりをつかんで登るなど，様々な登
り方が観察され，これによって手と足が交互に動くだけではなく，多様な動きをするようになったの
である。そこで，子どもが，手と足を順番に動かすことではなく，自分が今どこを動かすことによっ
てバランスが取れるか，スリルを味わえるのかについて無意識的に考え，体を動かし，すべり台での
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Table5．子どものすべり台での遊び内容
すべり台設置後の子どもの遊びの内容
1．立ったまま登る
2．手すりをつかんでゆっくりと登る
3．手すりをつかんでゆっくりと登って，上まで
登りきらないで下へと降りていく
4．最初は手すりをつかんで登り，途中で手を粧
してバランスをとりながら登る
5．よっんばいで登っていく
6．歩いて登って，途中で手すりをつかまって最
後まで登る
7．よっんばいで登って，途中で止まって座って
すべり降りる
8．立ったまま登って，黄後まで登らずに座って
すべり降りる
9．手すりをつかんで登っている途中で，1回止
まってまた登る
10．手すりをつかんで登り途中で，何回か止まっ
てまた登る
11．座ってすべる
12．座って，足でこぎながらすべる
13．座って，手でこぎながらすべる
14．座って，手と足でこぎながらすべる
15．座って足でこぎながらすべり，途中で走って
降りる
16．座ってすべり，途中で立って走って降りる
17．座って，手と足でこぎながら途中まですべり
立って走って降りる
18．頭が下でおなかですべる
19．仰向けですべる
20．仰向けで，足でこぎながらすべる
21．座って途中まですべり，止まってよつばいで
登る
22．座って途中まですべり，1回止まってまたす
べる
23．座って途中まですべり，立ってすべり台の横
外へとジャンプをする
24．座らないで，手でこぎながらしゃがんで歩い
て降りる
25．後ろ向き，正座ですべる
26．手をつないで同時にすべる
27．手をつながないで同時にすべる
28．足が下を向いて，おなかですべる
29．座って途中まで足でこいで，途中から両足と
両手を上げてすべる
30．座って途中まですべって，最後まで行かない
で止まって，歩いて登る
31．右手と右足を出して，すべり台の手すりにま
たがって，止る
32．走って降りる
33．手すりをつかんで途中まで登り，止まってす
べる
34．ゆっく　り立ったまま降りる
35．寝転がって，途中まですべり止まる
36．手と足でこぎながら途中まですべり，止まり，
手すりをつかんで登る
37．足が下，おなかですべり，途中座って，足で
こぎながらすべる
38．手すりにまたがって登り，手すりをつかんで
登っていく
39．立ったまま途中まで登り，歩いて降りる
40．足を下にしてすべろうとして，友だちに両手
をにざられ止った状態
41．よつばいで登り，途中からすべる
42．走って登り，上から来た子どもにぶつかって
すべってしまう
43．手すりにつかまって登り，上から来た子ども
のぶつかってすべってしまう
44．走って登り，途中ですべってしまう
45．走って登り，途中で手をついで登る
46．走って登り，途中から走っておりる
47．頭を下にしてすべり，途中から正座で降りる
48．頭を下にして途中まですべり，止まって上へ
登る
49．座って途中まですべり，何回か止まってすべ
り続ける
50．座って途中まですべり，登って，途中まで登
り，座ってすべる
51．両手をあげて，座ってすべる
52．立って登り，止まって登り続ける
53．立って登り，止まって歩いて降りる
54．立って降りて，途中で止まって，すべり台を
登る
55．座って降りて，途中から立って降りる
56．立って何回か止まって降りる
57．走って登り途中から手すりにつかんで登る
58．立って途中まで登り何回か止まって登り続け
る
59．歩いて登り，止まっておなかですべり，何回
か同じ動きを行う
60．立って降りる
61．同じ動作，登ったり降りたりを何回か繰り返
す
62．座って降りて，途中で止まって，手すりにつ
かんで上へと登る
63．しゃがんで途中まで降りて，立って走って降
りる
64．座ってすべり，途中から下へ飛び降りる
65．しゃがんで途中まで降りて，立って登る
66．座ってすべり，途中から立って後ろ向きです
べり台を登る
67．手をつないで二人で登る
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Fig．2　手すりをつかんで登る子ども，
立って登る子どもの活動
Fig．3　すべり台でごっこ遊びを展開
する姿
遊びを楽しんでいることが考えられる。
降りるという活動も同じく，座って降りたり，立って降りたり，1回止まって上や下を見下ろして
からまた降りたりと，多様な降り方が観察された。それらは，体の力加減の調整が必要とする活動で
ある。例えば，1回止まってから見上げたりしてから降り続ける活動では，降りるスピードの調整を
したり，全身の筋肉の力加減などを調整しながら，体を動かしていることが考えられる。
さらに，すべり台で行われた活動には，仙田（12）が社会的あそび段階として述べていたごっこ遊び
が見られた。
例えば，「35．寝転がって，途中まですべり止まる」という活動では，子どもがすべり台の上から下
へと寝転んですべって，途中で止まりそこで他の子どもの登り降りの邪魔をしたり，ごっこ遊びを展
開させる動きである。そこでは，自分がかいじゅうになって，友達に下へすべらないよう助けを求め
るなどの遊びが展開されていた。
すべり台での活動は，はしごでの活動と比較して多様化し，より複雑になったといえる。はしご設
置時は，ある特定の筋肉を使っていたことが前章でも述べたが，すべり台での動きは複雑になって動
かす筋肉の部分も一棟ではなくなっている。すべり台では，足を上下に動かすだけではなく，歩く，
走る，仲間との動きと運動するなどといったものが特徴づけられる。すべり台では，さまざまな動き
が組み合わさっていることが重要で，その組み合わせが，子どもたちの動きを複雑にしている。さら
に，ごっこ遊びなどの社会的遊び段階（仙田（13）の活動も多く観察された。
61．の「同じ動作，登ったり降りたりといった同じ動作を何回か繰り返す」活動では，子どもがす
べり台で同じ動作を行う姿が観察されたが，そこでは，複数の子どもたちが一緒にすべり台の上で遊
んでいる時の動きを表している。そして，子どもたちが一緒に同じ場所，同じ遊びを共有することを
楽しんでいるのである。さらに，1つの活動を子ども1人，単独で遊びや活動をするのではなく仲間
同士の遊びも展開されていた。
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3．すべり台設置前後の活動比較
3．1動きの数と平均時間
アスレチック北方向部分にすべり台を設置した後の4歳児の活動の記録をまとめたところ，次のこ
とが明らかになった。
まず，同じ場所でも，月日の経過とともに，活動内容が数量的に変化していたことである。例えば
活動1．の「立ったまま登る」という活動は2004年9月21日では全活動の約18％をしめていて，2005
年の2月15日では約14％であって，そんなに大きな変化がなかったと考えられる。子どもたちはす
べり台の設置直後では，すべり台にはまだ慣れていなかったと思われるが，最初からバランス感覚を
発揮していたことが分かる。4ケ月が過ぎるとすべり台での活動を通してバランス感覚が養われてき
て，さらに，子どもたちにとってスリルやめまい感覚を味わいながら「立ったまま登る」活動を行っ
ていたと考えられる。
無藤（14）によると，「幼児期にはじまる基礎的な個人経験によって無意識のうちに構造化されてお
り，からだの動きや感覚と関連づけられている。」と述べているように，子どもにとってこの活動は，
すべり台での経験によってバランス感覚が発達することが考えられる。
終わりに
本研究で取り上げたすべり台は，アスレチックに元々付いていたものではなく，別にあったアスレ
チックには固定されていないすべり台を撤去する際に「幼児にとって『すべる』という動きは大切で
あり，遊具（すべり台）を残したい。」（15）という試みから，アスレチックと一体化した形ですべり台
が設置されたのである。2004年5月までは鉄のすべり台が園庭にあったのだが，子どもたちがより安
全に遊べるようにアスレチックを改築し，その一部に木造のすべり台を設け，そして，ほかの遊具と
のつながりを考え，子どもたちが「イメージをもって遊べる場所として使いやすくする」ことが考え
られたのだった。
アスレチックの改善以前，アスレチックの北方向にはしごしかなかった時の記録では，活動の種類
はわずか9つであり，そこから新しい遊びが展開されることは見られなかった。はしごでの活動の特
徴は，左右同じ側の手足を交互に動かすこと，手と足で体を支えて活動することと高さの感覚を養う
ことができると考えられる。一方，はしごはアスレチックへと登り降りするための移動手段として扱
われていた。はしごは，ごっこ遊びの拠点ではなく，コミュニケーションをする場よりも遊びの中の
移動手段として活用されていたのである。さらに，一人でしか登り降りすることができないので，仲
間と共有する場面が見られなかったのである。
一方，すべり台設置後での子どもたちの遊びを考えると，以下のようなことが明らかになった。す
べり台での活動の種類は，67種であって，アスレチックへの登り降りの手段として，そして遊び場
として活用する活動が多く見られた。本研究の対象となった幼稚園のすべり台の幅は広く，遊び場と
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して扱われやすい物であった。
すべり台を設置してからの観察を通して，子どもたちの遊びが変化したことも明らかになった。個
人での遊びよりも，仲間との遊びが中心となったことである。すべり台でスピードやバランス感覚を
楽しむだけではなく，他の子どもと共有する遊び，ごっこ遊びなどが増えたのである。子どもたちの
体の発達に応じて，バランスが保ちやすくなり，子どもたちがすべり台に慣れたことから，以前より
もっと余裕をもってごっこ遊びなどを展開することが可能になったと考えられる。
仲間と一緒にコミュニケーションをとりながら，すべり台を楽しむことが，活動内容にも現れた。
すべり台を一緒に同時にすべるという活動のようなものははしごでは見られなかったのである。
1日の活動の数も急激に増え，すべり台が設置される前まで，はしごでは50活動を超えることはな
かったのが，すべり台設置後での全園児の活動数は最も多い日には368活動も記録された。さらに，
1つの活動あたりの平均時間を検討したところ，次のことが明らかになった。
はしごでの活動時間よりも，すべり台での活動時間が1部において活動時間が短くなったことであ
る。それは，すべり台という遊具を通して子どもたちはスリリングな感覚を味わい，より早くすべり
台の斜面を立ったまま登ったり，座ってすべるようになったからだと考えられる。
そして，対象児3人の数量的，質的観察からは，仲間と共有する遊びを通して，すべり台が最も魅
力的な遊び場となり，子どもたちがスピードやスリル感などとともに多様な遊びを楽しめるようにな
ったことが考えられる。
担任の保育者へのインタビューを通して，子どもたちの園庭での全体的な動きが変わったと述べて
いた。それは，前まではアスレチックの一部分で遊んでいたのが，すべり台が設置されたことによっ
て，アスレチック全体を使って遊ぶようになり，遊びがアスレチックを中心として園庭全体にも流れ
るようになったことが述べられていた。保育者の大型固定遊具の変化に対する意図などがはっきりし
ている場合，保育の場での遊具の重要な役割が明らかになり，子どもたちへの配慮も明確になるので
ある。
本研究を通して，大型固定遊具の形状の変化によって，子どもの体の動き，遊び，コミュニケーシ
ョンがどのように変容したかを検討してみたところ，仲間関係形成されることが，3人の観察対象の
子どもたちを通して明らかになった。その上，大型固定遊具の機能，子どもが大型固定遊具を通して
築く人間関係，身体の発達への影響を考察することができた。子どもたちがその場所（アスレチック）
で経験する内容が子どもたちの身体発達および社会性の発達を促すことが考えられ，外遊びでの経験
の重要性が示唆された。大型固定遊具での遊びを通して，子どもたちの集団遊びやゲームが発生する
ことが明らかになった。
都会に住む子どもたちの幼稚園と学校での屋外環境を自然化することは困難である。けれども，本
研究を通して大型固定遊具などのデザインや機能を考慮することによって，遊び環境，保育環境を豊
かにし，子どもたちに多様な経験を与えることが可能になるということが明になった。
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